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エグゼクティブ・サマリー 
 

本レポートは、バイオテクノロジー企業エンベーダ・バイオサイエンシズ（Enveda 
Biosciences）に関する包括的な深層分析を提供する。同社は、人工知能（AI）を活用して自然

界に由来する医薬品候補化合物を発見するという独自のアプローチにより、評価額 10 億ドル

を超える「ユニコーン」企業としての地位を確立した。本分析は、同社の技術プラットフォー

ム、医薬品パイプライン、経営戦略、財務状況、そして競争環境を多角的に検証し、その潜在

的可能性と内在するリスクを明らかにすることを目的とする。 

エンベーダの核心的な価値提案は、歴史的に数多くの画期的新薬を生み出してきたものの、そ

の複雑さから大手製薬企業が敬遠してきた「天然物創薬」の分野に、最新の AI 技術を導入する

ことで、かつてのボトルネックを体系的に克服した点にある。同社は、伝統医療の知見に基づ

き収集された膨大な植物ライブラリと、最先端の質量分析技術、そして 12 億以上のスペクト

ルデータで訓練された独自の基盤モデル「PRISM」を組み合わせることで、創薬プロセスを業

界平均の 4 倍の速さで推進していると主張する 1。 

この技術プラットフォームは、すでに具体的な成果を生み出しており、アトピー性皮膚炎や喘

息を対象としたリードプログラム「ENV-294」は臨床第 1b 相試験の段階にある 2。さらに、肥

満や炎症性腸疾患（IBD）を対象とする有望な候補化合物も臨床試験開始を目前に控えてお

り、そのパイプラインは驚異的なスピードで拡充している 2。 

同社の急成長は、潤沢な資金調達によって支えられている。バイオテクノロジー業界にとって

厳しい資金調達環境にもかかわらず、直近のシリーズ D ラウンドで 1 億 5,000 万ドルを調達

し、累計調達額は 5 億ドルを突破した 4。その投資家シンジケートには、Sanofi のような大手

製薬企業、Microsoft のような巨大 IT 企業、そしてトップティアのベンチャーキャピタルが含

まれており、同社の技術、科学、そして商業的可能性に対する多角的な信頼を物語っている 
5。 



経営陣の戦略的な布陣も注目に値する。特に、ファイザー（Pfize r）で研究開発部門のトップ

を長年務めたミカエル・ドルステン氏を取締役に迎えたことは、同社が単なる創薬エンジンに

留まらず、自社で医薬品を市場に送り出す統合型バイオ製薬企業へと進化する強い意志の表れ

である 4。 

結論として、エンベーダは AI を用いて天然物創薬のパラダイムシフトを主導する、極めて有望

な企業である。そのプラットフォームの有効性は、迅速なパイプラインの構築とユニコーンと

しての評価によって証明されつつある。しかし、同社の真価が問われるのはこれからである。

医薬品開発における成功確率が極めて低い後期臨床試験、いわゆる「死の谷」を乗り越え、そ

の AI が発見した化合物が実際に患者を救う治療薬となり得るかどうかが、今後の成功を左右す

る最大の鍵となる。 

 

エンベーダの提案：古の知恵と最新 AI の融合 
 

エンベーダ・バイオサイエンシズは、自然界という壮大な「薬箱」を体系的に探索し、新たな

治療法を創出するという野心的なビジョンを掲げて 2019 年に設立された 4。アスピリンやメト

ホルミンといった現代医療に不可欠な薬剤の多くが植物由来である事実は、自然が持つ無限の

創薬ポテンシャルを物語っている 4。しかし、その化学的多様性と複雑さゆえに、有効成分を

特定し分離するプロセスは非効率的で偶然の発見に頼ることが多く、大手製薬企業の多くはこ

の分野から撤退していた 8。エンベーダは、この長年の課題に対し、人工知能（AI）と機械学習

を駆使して正面から挑むことで、天然物創薬のルネサンスを牽引している。 

同社の躍進を象徴するのが、2025 年 9 月に発表された 1 億 5,000 万ドルのシリーズ D 資金

調達の完了である。これにより、同社の評価額は 10 億ドルを超え、いわゆる「ユニコーン企

業」の仲間入りを果たした 4。民間バイオテクノロジー企業へのベンチャー投資が全体的に減

少傾向にある中で、この大規模な資金調達は、エンベーダの独自のアプローチとこれまでの成

果に対する投資家の強い信頼を明確に示している 4。 

エンベーダの企業理念は、「世界中の何百万人もの人々に希望を与える」ことであり、その実

現手段として革新的な創薬プロセスの加速を掲げている 1。ヴィスワ・コルル CEO が語るよう

に、その戦略は「太古の祖先の知恵と自然の化学の力、そして現代の AI と創薬を融合させる」

ことにある 4。これは、人類が歴史を通じて培ってきた薬草に関する知識をデジタル化し、AI
によってその化学的本質を解明しようという壮大な試みである。同社は、自然界の未踏の化学

領域（全体の 99.9%に相当するとされる）にアクセスすることで、現代医療が直面する困難な

課題に対する解決策を見出すことを目指している 1。 



表 1：エンベーダ・バイオサイエンシズ -  主要企業データ 

 

項目 詳細 典拠 

企業名 Enveda Biosciences, Inc. 13 

設立 2019 年 4 

本社 米国コロラド州ボルダー 4 

事業拠点 インド、ハイデラバード 15 

創業者兼 CEO ヴィスワ・コルル博士 
(Viswa Colluru, PhD) 

6 

事業内容 AI を活用した天然物由来の

医薬品の研究開発 

8 

累計資金調達額 5 億 1,700 万ドル以上 4 

直近の評価額 10 億ドル超（ユニコーン） 4 

主要投資家 Sanofi, Microsoft, Kinnevik, 
Lux Capital, True Ventures, 
Baillie Gifford, The Nature 
Conservancy 

5 

従業員数 201-500 名 14 

この企業データが示すように、エンベーダは設立からわずか数年で、確固たる財務基盤とグロ

ーバルな事業体制を構築し、バイオテクノロジー業界において無視できない存在となってい



る。特に、製薬、IT、環境保護といった多様な分野のトップ企業や投資機関から支援を受けて

いる点は、同社のビジネスモデルが持つ多面的な魅力を浮き彫りにしている。 

 

エンベーダ・エンジン：AI 創薬プラットフォームの技術

的深層分析 
 

エンベーダの競争力の源泉は、その独自に開発された AI 創薬プラットフォームにある。このプ

ラットフォームは、単なるソフトウェアではなく、物理的なサンプルの収集から、データの生

成、AI による解析、そして生物学的応用までを一気通貫で行う統合システムである。このエン

ジンは、あらゆる天然サンプルに対して「そこに含まれる分子は何か？」そして「それらの分

子は何をするのか？」という 2 つの根源的な問いに、前例のないスピードとスケールで答える

ことを可能にする 16。この技術的優位性を理解するために、プラットフォームを「整理

（Organize）」「翻訳（Translate）」「適用（Apply）」という 3 つの機能に分解して詳述す

る。 

 

整理：生命のライブラリ 
 

創薬の第一歩は、探索対象となる化学物質のライブラリを構築することである。従来の合成化

合物ライブラリとは異なり、エンベーダは地球上の生命が数十億年かけて進化させてきた化学

的多様性そのものをライブラリ化する。 

プロセスの詳細： 

1. 知識の集積： プロセスの始点となるのは、「古の知恵」のデジタル化である。エンベーダ

は、人類の歴史を通じて薬効が報告されてきた約 38,000 種の植物と、約 12,000 種の人

間の疾患や症状との関連性を記録した巨大な知識グラフを構築した 16。これは、世界中の

伝統医療や民族植物学の記録を体系化したものであり、探索の出発点をランダムではな

く、有望な領域に絞り込むためのインテリジェンスとして機能する。 
2. 物理的ライブラリの構築： この知識グラフに基づき、治療ポテンシャルが最も高いと判断

された約 12,000 種の植物を世界中から収集し、コロラド州の倉庫に物理的なサンプルラ

イブラリとして保管している 4。この物理的資産が、後続のデジタル解析の源泉となる。 
3. 化学的特徴のデジタル化： 次に、収集した植物サンプルを微細な構成要素に分解し、最先

端の液体クロマトグラフィー質量分析（LC-MS）法を用いて網羅的な化学分析を行う 16。



このプロセスにより、各サンプルに含まれる何千もの分子の質量スペクトルデータが生成

される。この膨大なスペクトルデータを機械学習アルゴリズムで処理し、サンプル内の全

分子をカタログ化することで、検索可能なデジタルデータベース、すなわち「生命のライ

ブラリ（The  Library of Life）」が構築される。これは、かつてのように有効成分を一つ一

つ手作業で分離・同定するという、時間とコストのかかるプロセスを根本的に覆すもので

ある 9。 

 

翻訳：PRISM 基盤モデル 
 

「生命のライブラリ」に蓄積された膨大な質量スペクトルデータは、それ自体では化学構造と

いう「意味」を持たない。この生のデータを解読し、創薬研究者が利用可能な「言語」へと翻

訳するのが、エンベーダの AI プラットフォームの中核をなす基盤モデル「PRISM」である。 

中核技術： 
PRISM（Pretrained Representations Informed by Spectral Masking ）は、エンベーダが独自に

開発した、化学のための「大規模言語モデル」に相当する AI である 17。このモデルは、これ

までに収集された 12 億を超える小分子の質量スペクトルという、この種のものとしては史上

最大級のデータセットを用いて訓練されている 17。 
アーキテクチャと学習方法： 
PRISMの学習には、Google の BERTや OpenAI の GPT シリーズといった自然言語処理モデル

で成功を収めた「自己教師あり学習」という手法が採用されている 17。具体的には、入力され

た質量スペクトルデータの一部を意図的に隠し（マスキング）、モデルに残りの部分の文脈か

ら隠された部分を予測させる、というタスクを繰り返し解かせる 16。このプロセスを通じて、

PRISMは人間の介入なしに、質量スペクトルに内在する複雑なパターン、すなわち化学構造の

「文法」や「言語」を自ら学習していく 19。 
性能の飛躍： 
この革新的なアプローチにより、分子構造の同定速度は劇的に向上した。従来、核磁気共鳴

（NMR）分析などの手法を用いて単一の分子構造を決定するには数週間を要することもあった

が、PRISMはわずか 0.5 秒で高精度な予測を行うことができる 16。これにより、一度に 1 分

子ずつしか解析できなかったプロセスが、一度に 10,000 分子を同時に解析できるレベルへと

スケールアップした 16。これが、エンベーダが主張する「業界平均より 4 倍速い」創薬開発の

技術的根拠となっている 1。 
戦略的提携： 
PRISMのような巨大な基盤モデルの訓練と運用には、膨大な計算資源が必要となる。この課題

を解決するため、エンベーダは Microsoft と戦略的提携を結び、同社のクラウドプラットフォ

ームである Azure を活用している 18。この提携は、エンベーда の技術的野心を支える上で不

可欠な要素である。 



 

適用：化学構造から生物学的機能へ 
 

PRISMによって未知の分子構造が次々と明らかにされた後、プラットフォームは最終段階であ

る「適用」へと移行する。ここでは、同定された分子が、特定の疾患に対してどのような生物

学的機能を持つ可能性があるかを予測し、有望な医薬品候補を絞り込む。 

エンベーダのプラットフォームは、新たに同定された分子構造のデータベースを、疾患に関連

する生物学的標的（タンパク質など）やシグナル伝達経路のデータベースと照合する 16。AI ア
ルゴリズムが、分子の形状、化学的特性、そして標的タンパク質との相互作用の可能性を計算

し、治療効果が期待できる組み合わせを予測する。このプロセスにより、科学的に未踏であっ

た自然界の化学物質の 99.9%を、体系的な創薬のターゲットとして探索することが初めて可能

になった 12。かつての「偶然の発見」に依存した創薬は、予測可能で効率的な「探索」へと変

貌を遂げたのである 4。 

この統合されたプラットフォームこそが、エンベーダの最も強力な競争優位性の源泉となって

いる。それは単一の医薬品候補ではなく、継続的に新たな候補を生み出し続ける「創薬エンジ

ン」そのものである。このエンジンは、物理的な植物ライブラリ、独自のデータ生成パイプラ

イン、そして他に類を見ない規模のデータで訓練された基盤モデルという 3 つの要素が緊密に

連携することで成り立っている。競合他社が AI モデルを開発することは可能かもしれないが、

そのモデルを訓練するためのエンベーダと同等規模の独自で高品質なデータセットを構築する

ことは極めて困難である。データが増えればモデルが賢くなり、より効率的に新たなデータを

生成・解析できるようになるという「好循環（virtuous cycle ）」が生まれており、これは後発

企業が容易に模倣できない、強固で持続可能な参入障壁、すなわち「堀（moat）」を形成して

いる。 

 

コードから臨床へ：治療薬パイプラインの分析的レビュ

ー 
 

AI プラットフォームの優位性を最終的に証明するのは、それが生み出す具体的な成果、すなわ

ち臨床開発段階にある医薬品候補の質と量である。エンベーダは設立からわずか数年で、多様

な疾患領域にわたる豊富なパイプラインを構築しており、その進捗はプラットフォームの生産

性の高さを物語っている。本セクションでは、同社が公開しているパイプラインを詳細に分析

し、その戦略と潜在価値を評価する 2。 



表 2：エンベーダ・バイオサイエンシズ -  医薬品開発パイプライン 

候補化合物名 作用機序 対象疾患 開発段階 主な特徴 

ENV- 294  新規（非キナ

ーゼ） 
アトピー性皮

膚炎、喘息 
第 1b 相臨床試

験 
経口投与可能

な低分子化合

物。JAK 阻害

剤様の有効性

と生物学的製

剤様の安全性

を両立する可

能性。 

ENV- 308  新規（ホルモ

ン模倣） 
肥満 IND 申請準備

中 (2025 年 第
1 相開始予定) 

経口投与可能

なファースト

インクラスの

肥満治療薬。

「肥満治療薬

初のスタチ

ン」となる可

能性。 

ENV- 6946  NLRP3/TL1A+
経路阻害剤 

炎症性腸疾患 
(IBD) 

IND 申請準備

中 (2025 年 第
1 相開始予定) 

腸管選択的な

経口薬。「1 つ

の錠剤で複数

の生物学的製

剤」の効果を

持つ可能性。 

ENV- 096  TL1A+経路阻害

剤 
複数の炎症

性・線維性疾

患 

IND 申請準備

中 (2026 年 第
1 相開始予定) 

複数の肝疾患

を対象とする

経口のマルチ

サイトカイン

阻害剤。 



ESN- X2 NLRP3/TL1A+
経路阻害剤 

複数の神経疾

患 
開発候補

（DC）宣言済

み 

脳内に移行可

能な経口薬。

神経疾患や心

代謝性疾患へ

の応用が期待

される。 

ESN- A 新規 特発性肺線維

症 (IPF) 
開発候補

（DC）宣言済

み 

複数の前臨床

モデルで強力

な抗線維化作

用を示した経

口低分子化合

物。 

出典：Enveda  Biosciences 公式ウェブサイト 2 

 

リード候補分析：炎症領域における ENV-294 
 

エンベーダのパイプラインの中で最も開発が進んでいるのが、炎症性疾患を対象とする ENV-
294 である。この化合物の進捗は、同社のプラットフォームが持つポテンシャルを測る上で重

要な試金石となる。 

開発状況： 
ENV-294 は現在、アトピー性皮膚炎（湿疹）患者を対象とした第 1b 相臨床試験の段階にある 
2。これに先立ち、健康な成人を対象とした第 1a 相臨床試験を成功裏に完了しており、良好な

安全性と忍容性プロファイルが確認された 3。これは、AI によって自然界から見出された分子

が、ヒトでの安全性をクリアした最初の事例であり、プラットフォーム全体の妥当性を裏付け

る極めて重要なマイルストーンである。 
由来とポテンシャル： 
この化合物は、記事で言及されているように、古くから喘息や湿疹の治療に用いられてきた歴

史を持つ植物に由来する 4。エンベーダのプラットフォームは、この植物に含まれる数千の分

子の中から、ENV-294 を有効成分として特定した。その作用機序は、既存の薬剤とは異なる新

規（非キナーゼ）のものであり、ファーストインクラス（画期的医薬品）となる可能性を秘め

ている。特に、現在のアトピー性皮膚炎治療で広く用いられている JAK 阻害剤と同等の有効性



を持ちながら、生物学的製剤（IL- 4/IL- 13 阻害剤など）に匹敵する高い安全性プロファイルを

持つことが期待されている 2。注射剤や重篤な副作用のリスクを持つ経口薬が主流である市場

において、安全で有効な経口治療薬が登場すれば、アンメットメディカルニーズを大きく満た

すゲームチェンジャーとなり得る 3。 
 

次世代の波：肥満および IBD プログラム 
 

ENV-294 に続く次世代のパイプラインも、巨大な市場と高いアンメットニーズが存在する疾患

領域を標的としており、エンベーダの野心的な戦略を示している。 

ENV-308（肥満症）： 
「ホルモン模倣薬」と説明されるこの経口低分子化合物は、肥満症治療における新たなアプロ

ーチを提供する 2。コルル CEO は、この薬剤がコレステロール治療におけるスタチン系薬剤の

ように、安全かつ広く使用される「肥満治療薬初のスタチン」になる可能性があると述べてお

り、その期待の高さがうかがえる 4。GLP-1 受容体作動薬が市場を席巻しているものの、注射

剤であることや副作用の課題も指摘されており、有効かつ安全な経口薬には依然として大きな

需要が存在する。ENV-308 は 2025 年に第 1 相臨床試験を開始する予定である 2。 
ENV-6946（炎症性腸疾患）： 
この化合物は、NLRP3および TL1A+という 2 つの重要な炎症経路を同時に阻害する、腸管に選

択的に作用する経口薬である 2。これにより、「1 つの錠剤で複数の生物学的製剤」と同様の

効果（"multi -biologic in a pill" ）が期待できるという。炎症性腸疾患（IBD）の治療は、複数の

サイトカインが複雑に関与するため、単一の標的を狙うだけでは効果が不十分な場合が多い。

ENV-6946 の多角的アプローチは、この課題に対する革新的な解決策となる可能性がある。こ

ちらも 2025 年に第 1 相臨床試験を開始予定である 2。 
 

前臨床ポートフォリオ：プラットフォームの生産性と戦略 
 

エンベーダのパイプラインの深さは、臨床段階にあるプログラムだけに留まらない。線維症、

神経疾患、疼痛など、多様な疾患領域を対象とした 10 以上の開発候補化合物が控えており、

これは設立からわずか数年の企業としては異例の生産性である 2。同社は、12,000 種の植物サ

ンプルライブラリを活用し、今後数ヶ月でパイプラインを 4 倍に拡大できると予測しており、

その創薬エンジンが今後も継続的に価値を生み出し続けることを示唆している 4。 

しかし、この輝かしい進捗の裏には、医薬品開発に固有の厳しい現実が存在する。エンベーダ

のプラットフォームが、新規化合物を迅速に第 1 相臨床試験へと進める能力に長けていること

は明らかである。しかし、医薬品開発の最大の難関は、その先に待ち受けている。業界全体の



データによれば、第 1 相臨床試験の成功率は安全性を主眼に置くため比較的高く、約 52%から

63%に達する 21。問題は、実際に患者で有効性を検証する第 2 相臨床試験であり、その成功率

は約 29%から 30 %へと急落する 21。この段階は、多くの有望な化合物が脱落していくことから

「死の谷（Valley of Death）」として知られている。エンベーダのリード資産である ENV- 294
は、ようやくこの「死の谷」の入り口に立ったばかりである。同社の AI が、単に化学的に新規

なだけでなく、臨床的に「有効な」医薬品を予測する真の能力を持っているかどうかは、今後

の第 2 相試験の結果によって初めて証明されることになる。プラットフォームの初期段階にお

ける成功は賞賛に値するが、最大の試練はこれからである。 

 

戦略的ガバナンスとリーダーシップ：ユニコーンの設計

者 
 

企業の成功は、技術や製品だけでなく、それを導くリーダーシップに大きく依存する。エンベ

ーダの急成長の背景には、創業者であるヴィスワ・コルル氏の明確なビジョンと、最近のミカ

エル・ドルステン氏の取締役就任に象徴されるような、戦略的な人材登用が存在する。 

 

創業者のビジョン：ヴィスワ・コルル 
 

エンベーダの原動力は、創業者兼 CEO であるヴィスワ・コルル氏の情熱と専門性にある。 

経歴と専門性： 
コルル氏はウィスコンシン大学マディソン校で免疫腫瘍学の博士号を取得しており、同プログ

ラムの歴史上、最年少の博士号取得者であったという経歴を持つ 23。彼のビジョンは壮大で、

「地球上の生命の化学的基盤を解読する」ことを掲げている 11。 
重要な経験： 
彼のキャリアにおいて特に重要なのは、エンベーダ設立前に在籍した**リカーシオン・ファー

マシューティカルズ（Recursion Pharmaceuticals）**での経験である 23。リカーシオンは、AI
創薬分野の先駆者の一つであり、コルル氏は同社で初代のイノベーション・サイエンティスト

兼プロダクト・マネージャーとして、AI 駆動型バイオテクノロジー企業をスケールさせるため

の実践的なノウハウを学んだ。この経験が、エンベーダの迅速な立ち上げと成長の礎となった

ことは間違いない。 
リーダーシップ・スタイル： 
社内評価によれば、コルル氏は EQ（心の知能指数）、CQ（コミュニケーション指数）、IQ の



いずれも高く、従業員からの NPS（ネット・プロモーター・スコア）も極めて高いと報告され

ている 11。これは、彼が単なる優秀な科学者であるだけでなく、強力な組織文化を構築し、ト

ップタレントを惹きつける魅力的なリーダーであることを示唆している。 
 

ファイザーによる承認：ミカエル・ドルステン氏の戦略的インパクト 
 

エンベーダが次のステージに進む上で、極めて重要な一手が、ミカエル・ドルステン氏の取締

役会への招聘である 4。これは単なる著名人の名前を借りる以上の、深い戦略的意味を持つ。 

人物像と実績： 
ドルステン氏は、世界最大級の製薬企業であるファイザー（Pfizer）において、15 年以上にわ

たり研究開発部門の最高科学責任者（CSO）兼プレジデントを務めた、業界の重鎮である 4。
彼の在任中、ファイザーは 
36 種類以上の医薬品およびワクチンの薬事承認を取得し、150 以上の候補化合物を臨床試験に

進めた 7。その中には、Paxlovid、Eliquis、Ibrance といったブロックバスター薬が含まれる 
27。彼のキャリアは、現代の医薬品開発の成功の歴史そのものと言える。 

エンベーダへの示唆： 
記事の中でドルステン氏は、かつて自身がイースター島の土壌から免疫抑制剤ラパマイシンを

抽出した経験に触れ、「以前は障害だったものが、今ではチャンスに変わる」と述べ、エンベ

ーダのプラットフォームが天然物創薬の歴史的課題を解決したことを高く評価している 4。彼

のこの言葉は、業界の第一人者による技術的なお墨付きとして、絶大な説得力を持つ。 
ドルステン氏の取締役就任は、エンベーダにとって「後期開発段階のリスクを低減する」ため

の戦略的資産と見なすことができる。コルル氏が率いるエンベーダは、AI を活用した初期の

「創薬（Discovery）」段階で卓越した能力を発揮している。しかし、医薬品を市場に届けるた

めには、第 3 相臨床試験の遂行、FDA（米国食品医薬品局）をはじめとする規制当局との交

渉、そして商業生産・販売戦略の立案といった、全く異なる専門性が求められる。これらは、

若いバイオテクノロジー企業が最も苦戦する領域である。ドルステン氏は、まさにこの領域に

おける世界最高峰の経験と知見を持つ人物である。彼の取締役会への参加は、エンベーダのパ

イプラインに対する規制当局や提携候補企業の信頼性を飛躍的に高める。さらに、後期開発に

おける無数の落とし穴を回避するための貴重なガイダンスを提供し、投資家に対しては、同社

が単なる買収ターゲットではなく、長期的な成長を目指す本格的な製薬企業であることを力強

く示すシグナルとなる。 

 

財務軌跡と投資家の信頼 



 

エンベーダの技術的・科学的進歩は、その卓越した資金調達能力によって支えられてきた。同

社の財務軌跡は、スタートアップからユニコーンへと至る急成長の物語であり、その投資家シ

ンジケートの構成は、同社のビジネスモデルに対する多角的な信頼を反映している。 

表 3：エンベーダ・バイオサイエンシズ -  主要資金調達履歴 

ラウンド 調達日 調達額 主要投資家 

シード 20 20 年 8 月 約 50 0 万ドル True  Ventures, 
Village  Global 

シリーズ A 20 21 年 6 月 5,10 0 万ドル Lux Capita l 

シリーズ B/B1 20 22- 20 23 年 約 1 億 1,90 0 万ド

ル 
Premji Invest, 
Lingotto, Microsoft 

シリーズ C 20 24- 20 25 年 1 億 5,0 0 0 万ドル Kinnevik, FPV, 
Sanofi 

シリーズ D 20 25 年 9 月 1 億 5,0 0 0 万ドル Premji Invest, 
Kinnevik, Dimension 

出典：PitchBook, Enveda  Biosciences Press  Re leases 4 

 

シードからユニコーンへ：急成長の軌跡 
 

上記の表が示すように、エンベーダは 2020 年のシードラウンドからわずか 5 年で、累計 5 億

ドルを超える資金を調達し、評価額 10 億ドル超のユニコーン企業へと成長した 4。この成長ス

ピードは驚異的であり、特にバイオテクノロジーセクターへの投資が冷え込んでいるとされる

市場環境下で、シリーズ C およびシリーズ D でそれぞれ 1 億 5,000 万ドルという大規模な資



金調達を成功させたことは、同社の事業進捗と将来性に対する市場の強いコンフィデンスを証

明している 4。 

 

投資家シンジケート：戦略的連合体 
 

エンベーダの投資家リストは、その質の高さと多様性において際立っている。これは、同社が

単一の専門領域だけでなく、複数の業界のリーダーからその価値を認められていることを示し

ている。 

● 大手製薬企業（Big Pharma ）： Sanofi がシリーズ C に参加したことは、極めて重要な

戦略的マイルストーンである 10。Sanofi は、エンベーダのリード資産 ENV-294 が標的と

する免疫・炎症領域におけるグローバルリーダーであり、その投資は、エンベーダの科学

的アプローチと臨床的ポテンシャルに対する業界内部からの強力な裏書となる。 
● 巨大 IT 企業（Big Tech ）： Microsoft の出資は、PRISM基盤モデルの開発における技

術的パートナーシップと密接に連携している 6。これは、エンベーダの計算科学的アプロ

ーチが最先端であり、スケーラビリティを持つことを、テクノロジー業界の巨人が認めた

ことを意味する。 
● トップティア VC： Lux Capital 、Kinnevik 、True Ventures 、Baillie Gifford といっ

た、テクノロジーとバイオの双方に深い知見を持つ世界有数のベンチャーキャピタルが名

を連ねている 5。これらの投資家は、エンベーダが持つ高い財務的リターンの可能性を評

価している。 
● ユニークなパートナー： 環境保護団体である The Nature Conservancy が投資家として

参加している点は特筆に値する 6。これは、エンベーダが生物多様性の保全と持続可能な

資源利用に配慮していることを示し、同社にユニークな ESG（環境・社会・ガバナンス）

の側面を与えている。 

この投資家シンジケートの構成は、単なる資金提供者の集まりではなく、各メンバーがエンベ

ーダのビジネスの異なる側面を「相互検証（Cross-Validation）」する戦略的な連合体と解釈

できる。Sanofi は臨床的・商業的可能性を、Microsoft は AI と計算戦略の妥当性を、トップ

VC は財務的成長性を、そして The Nature Conservancy は倫理的・持続可能性の側面を、そ

れぞれがその分野の権威として保証している。このような多様な専門性を持つ支援者の存在

は、同質的なバイオ専門 VC のみから支援を受ける企業と比較して、エンベーダの事業モデル

の堅牢性と魅力を格段に高めており、将来のパートナーシップ交渉やさらなる資金調達におい

て強力なアドバンテージとなる。 

 



競争環境と市場ポジショニング 
 

エンベーダは、AI 創薬という急成長市場の中でも、特に「天然物」というユニークなニッチ市

場でリーダーシップを確立しようとしている。同社のポジショニングを正確に理解するために

は、この分野における競争環境と、主要な競合他社との差別化要因を分析する必要がある。 

 

天然物創薬のルネサンス 
 

AI 技術の進化は、かつて停滞していた天然物創薬の分野に再び光を当てている。AI は、有効

成分の迅速な同定、化学構造の予測、そして既知物質の再発見（dereplication ）といった、こ

の分野の歴史的課題を解決する強力なツールとなっている 31。この技術的背景のもと、エンベ

ーダと同様に自然界の化学的多様性に注目する企業が複数登場しており、新たな競争が生まれ

つつある。 

表 4：競合スナップショット -  AI と天然物創薬 

企業名 技術的焦点 主要市場 ビジネスモデ

ル 
開発段階 

Enveda 
Biosciences  

質量分析 + 大
規模言語モデ

ル（LLM）に

よる天然物解

析 

医薬品 自社パイプラ

イン開発 + パ
ートナーシッ

プ 

臨床段階 

Brightseed  AI プラットフ

ォーム

「Forager」に

よる植物由来

生理活性物質

の探索 

機能性食品、

サプリメント 
成分発見・提

供、パートナ

ーシップ 

商品化/前臨床 



Aqemia  量子物理学に

基づく AI によ

る新規低分子

化合物の設計 

医薬品 自社パイプラ

イン開発 + パ
ートナーシッ

プ 

前臨床 

出典：各社ウェブサイトおよび関連資料 33 

 

主要競合と差別化要因 
 

エンベーダの競争環境は、直接的な競合と、より広範な AI 創薬市場における間接的な競合に大

別される。 

● Brightseed ： AI を用いて植物中の生理活性物質（バイオアクティブ）を発見する点で、

エンベーダと最も類似したアプローチを持つ企業である 33。同社の AI プラットフォーム

「Forager」は、植物の化学成分を解析し、健康への効果を予測する 36。 
○ 明確な相違点： 両社の最大の違いはターゲット市場にある。Brightseed は、機能性

食品、栄養補助食品、パーソナライズ栄養といったコンシューマーヘルス市場に主眼

を置いている 37。例えば、Danone のような食品大手と提携し、「Bio Gut Fiber」と

いった成分を市場に提供している 38。一方、エンベーダは、厳格な薬事承認を必要と

する処方箋医薬品の開発に特化しており、複雑な疾患に対する新規の特許化合物を創

出することを目指している。ビジネスモデルと収益化のタイムラインが根本的に異な

る。 
● Aqemia ： 広義の AI 創薬市場における注目すべき競合企業である 39。 

○ 明確な相違点： Aqemia の技術的アプローチはエンベーダとは対照的である。同社

は、量子物理学に着想を得た計算アルゴリズムと生成 AI を用いて、全く新しい合成化

合物をゼロから設計（de novo design）する 34。そのプラットフォームは、実験的な

訓練データを必要としない点が特徴である 42。対照的に、エンベーダのアプローチは

「発見（discovery）」に基づいている。すなわち、自然界に既に存在する分子を見つ

け出し、それを最適化することで医薬品を開発する。一方は創造、もう一方は探索と

いう、異なる哲学に基づいている。 
● その他の AI 創薬企業： 市場には、リカーシオン、Insilico Medicine、Schrödinger といっ

た、豊富な資金を持つ有力企業が多数存在する 43。これらの企業は天然物というニッチに

特化しているわけではないが、AI 創薬という大きな枠組みの中で、優秀な人材、貴重な資

本、そして大手製薬企業とのパートナーシップ機会を巡って、エンベーダと競合する存在

である。 



エンベーダの独自の強みは、この競争環境において明確である。同社は、①医薬品開発という

高い参入障壁と大きなリターンが期待できる市場に特化し、②自然界という、進化によって生

物学的活性が検証されたユニークな化学空間を探索対象とし、③その探索を可能にするための

質量分析と AI を組み合わせたエンドツーエンドのプラットフォームを構築している。この三位

一体の戦略が、他の AI 創薬企業との差別化を可能にし、独自の市場ポジションを築く基盤とな

っている。 

 

イノベーターの賭け：将来展望、機会、および内在する

リスク 
 

エンベーダは、その革新的なプラットフォームと力強い初期の進捗により、バイオテクノロジ

ー業界の新たなスターとしての地位を確立した。しかし、ユニコーンとしての評価はゴールで

はなく、むしろこれから始まる長く困難な道のりのスタートラインに過ぎない。本セクション

では、これまでの分析を統合し、エンベーダが直面する将来の機会と、乗り越えなければなら

ない本質的なリスクを評価する。 

 

成長の機会 
 

エンベーダの将来性は、現在の医薬品パイプラインだけに限定されない。その中核技術である

プラットフォームは、多岐にわたる事業拡大の可能性を秘めている。 

● プラットフォームの水平展開： エンベーダ自身が示唆しているように、生命の化学を解読

する同社の技術は、医薬品以外の分野にも応用可能である 12。例えば、特定の機能を持つ

分子を発見する能力は、収穫量の増加や病害虫耐性を持つ作物を開発する 
農業分野、あるいは特定の健康効果を持つ新規成分を特定する栄養学分野、さらにはバイ

オベースの新素材を開発する製造業などに応用できる可能性がある。これらは、長期的に

見て、中核事業を補完する重要な収益源となり得る。 
● 戦略的パートナーシップの深化： 臨床段階の資産を持ち、生産性の高いプラットフォーム

が検証された今、エンベーダは大手製薬企業との大型提携を結ぶ上で非常に有利な立場に

ある。競合の Aqemia が Sanofi と大型契約を締結したように 41、エンベーダも特定の疾

患領域やターゲットに関する共同研究開発やライセンス契約を通じて、多額の契約一時金

やマイルストーン収入、そして将来のロイヤリティを確保する機会が豊富に存在する。 
● データ資産の収益化： 同社が構築した「生命のライブラリ」は、世界最大級の天然物由来



の化学・生物学データセットであり、それ自体が非常に価値のある資産である。将来的に

は、このデータベースへのアクセス権を他の研究機関や企業にライセンス供与すること

で、新たな収益ストリームを確立することも考えられる。 

 

臨床開発の試練：冷静な評価 
 

エンベーダが直面する最大のリスクは、医薬品開発そのものに内在する極めて高い失敗率であ

る。 

● 厳しい成功確率： 2011 年から 2020 年までのデータを網羅した BIO（米国バイオテクノ

ロジー産業協会）のレポートによると、第 1 相臨床試験を開始した医薬品候補が最終的に

薬事承認を得る確率（Likelihood of Approval, LOA ）は、わずか**7.9%** である 22。これ

は、100 の候補があっても、市場に出るのは 8 つに満たないことを意味する。 
● 「死の谷」の現実： エンベーダのプラットフォームが、臨床試験に進む候補化合物の質を

高める可能性はある。しかし、それが失敗の確率から完全に逃れられるわけではない。前

述の通り、最大の障壁は第 2 相臨床試験であり、その成功率は約**28.9%** と極めて低い 
22。エンベーダのパイプラインがどれだけ豊富であっても、各プロジェクトがこの統計的

なハードルに個別に直面するという事実に変わりはない。 
● 時間とコスト： 医薬品を一つ市場に送り出すには、平均で 10.5 年という長い時間と、数

十億ドルに上る莫大な費用がかかる 22。エンベーダはプロセスの迅速化を謳っているが、

複数の後期臨床試験を同時に進めるためには、今後も継続的に巨額の資金調達が必要とな

る。 

エンベーダの経営戦略は、この厳しい現実を深く理解した上で構築されているように見受けら

れる。同社が単なる「創薬エンジン」として早期にライセンスアウトする戦略に安住せず、自

社で臨床開発を推進しようとしている点は、その野心の表れである。最高医学責任者（CMO）

や最高財務責任者（CFO）といった専門経営幹部の採用 6、そしてミカエル・ドルステン氏の

招聘は、自社で医薬品を上市する能力を持つ「統合型バイオ製薬企業」への進化を目指す明確

な意思表示である。これは、リスクは高いが、成功した場合のリターンも大きい「ハイリス

ク・ハイリターン」な戦略と言える。エンベーダは、自社のプラットフォームが生み出す候補

化合物の成功率が業界平均を上回り、自社開発に伴う莫大なコストを正当化できると確信して

いるのである。この賭けが成功すれば、同社は自社製品の価値を最大限に享受し、真の業界リ

ーダーとなることができるだろう。 

 

結論 



 

エンベーダ・バイオサイエンシズは、AI という現代の叡智を用いて、天然物創薬という古くて

新しい領域の歴史的課題を解決する、世界トップクラスの技術プラットフォームを構築するこ

とに成功した。そのアプローチは、テクノロジー業界と製薬業界双方のトップタレント、エリ

ート投資家、そして戦略的パートナーを惹きつけ、その有効性を証明している。 

同社は、計算科学上の発見を、有望な医薬品候補という物理的なパイプラインへと迅速に転換

する能力を示してきた。しかし、企業としてのエンベーダは今、最も資本集約的で、最も困難

なフェーズへと足を踏み入れている。 

最終的に同社の成功を測る尺度は、ユニコーンとしての評価額や AI の洗練度ではない。それ

は、同社の医薬品候補が、患者においてどのような臨床的アウトカムをもたらすか、という一

点にかかっている。エンベーダは、自然という干し草の山から針を見つけ出すための強力なエ

ンジンを創り上げた。次なる挑戦は、その針が、病に苦しむ人々を救う「治療薬」となり得る

ことを証明することである。 
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